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浜方コオ「たまゆらアート展」初日

おはなし会 (乳幼児向け)

ふくおかの花プレゼント
ぶらんこのおはなし会
浜方コオ「ビー玉で絵を描くＷＳ」

まち歩きプロジェクト
おはなし会 (子ども向け)

モンゴルのコンサート
上映会
浜方コオ「たまゆらアート展」最終日

浜方コオ「ビー玉で絵を描くＷＳ」

秋のえいごでおはなし会

おはなし会 (乳幼児向け)

上映会
おはなし会 (子ども向け)

語り部による朗読会

上映会
秋の星空観測会

福智町図書館・歴史資料館
ふくちのち

http://fukuchinochi.com
10:00-19:00

福智町赤池970-2
☎ 28-2855

❶ハロウィン＆クリスマスおまかせBOOK
　 （ひかりのくに） ひかりのくに編集部／編

❷おうちでボードゲームforママ＆キッズ
　 （スモール出版）すごろくや／著

❸芸術と科学のあいだ（木楽社）
 　福岡 伸一／著

❹ＭＭ（小学館） 　
　 市川 拓司／著

❺よるのとしょかん（光村教育図書）
 　カズノ・コハラ／作

❻忍者・忍術超秘伝図鑑（永岡書店）
 　山田 雄司／監修

❼きのこのふしぎえほん（PHP研究所）
 　山本 亜貴子／作・絵

❽幽霊屋敷のアイツ（アルファポリス）
 　川口 雅幸／著

一
般
書

児
童
書

新着本

日時 ▶10月14日土11：00～12：00
場所 ▶１階 ワクワクワ広場
▶大草原に暮らす遊牧民が生活の中で歌い継いできた歌のコンサー
トを開催。奏者の岡林立哉さんが、伝統の歌唱法「ホーミー」と馬の
尻尾の毛と山羊の皮を使った昔ながらの楽器「馬頭琴」で演奏します。

モンゴルの馬頭琴と
ホーミーのコンサートイベント

日時 ▶10月22日日14：00～16：00
場所 ▶２階 サイレントルーム　対象 ▶ 37人 （要申込・先着順）
▶朗読講師の野口和夫さんと語り部大会の受賞歴もある萬田陽子さんによ
る朗読会。小泉八雲の「守られた約束」や宮沢賢治作品を予定しています。

朗読講座特別版
『語り部による朗読会』イベント

日時 ▶10月8日日10：15～19：00
場所 ▶ふくちのち館内・町内　
対象 ▶パソコンが扱える方40人 （要申込・先着順）
▶この町にしかない文化財・神社・古墳などについ
て、実際に町を歩き調べたことを、インターネット
上の百科事典「ウィキペディア」と地図「オープン
ストリートマップ」にパソコンを使って書き込み世
界へ発信します。あなた自身が「福智町のタカラ」
を未来へ残すワークショップ型のイベントです。

福智町の歴史・文化まち歩きプロジェクト
『自分のチカラで世界中にタカラ発信！』イベント

★マークのものは申し込みが必要となります。￥マークのものは有料です。

￥

￥

(大人向け)
『人生、いろどり』

(子ども向け)
『トムとジェリー赤ちゃんはいいな』

農文協ＷＳ
『野菜づくりのコツと裏ワザ』

(乳幼児向け)
『ぴったんこ！ねこざかな①』
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昔の写真を探しています！
問本庁2階広報・広聴係
　☎22-7766
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「狐の嫁入り」に扮し練り歩く
仮装行列。昔からの催しを大
切にし、守り続ける気風は今
も変わりません。行列の様子
からは当時の商店街の活気あ
ふれる様子が伝わってきます。

撮影日●昭和37年頃
撮影場所●金田新町通り商店街

金田秋祭り

小
四

▶夏が終わり、一番好きな季
節が去ってしまいました。今
年も海には行けませんでした
が、撮影のため「水と灯火の
夕べ」の花火を間近で見れた
ことが一番の思い出です。広
報担当になって半年、季節
ごとのイベントや景色に触れ、
以前より四季を感じることが
多くなりました。今からはイベ
ントの多い秋。夏以外にも好
きな季節を作ります。（田代）
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▶外注か否かという局面に
は様 な々業務で直面します。
経費を掛けプロのノウハウを
活用した方が良い場合もあ
りますが、一方で、担当者が
汗を流して動くことでそのプ
ロセスが将来的に財産となる
場合もあります。イベントは一
過性のものだと思われがち
ですが、そこで生まれるつな
がりはきっと重要な地域資源
になると信じています。（日吉）


